
鵬小断轟 (プ多tリア)
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1991年、韓国の京畿道水原市生まれ。淑明女子大学日本学科で2

年間学んだ後、協定校である京都市の立命館大学国際関係学部へ進

学。立命館大は2014年 3月 、淑明女子大は2015年 2月 に卒業した。

同年4月 、九州旅客鉄道株式会社へ入社。1年目は博多駅のみどりの

窓口業務を担当し、2016年 4月 より鹿児島支社総務企画課に勤務。

九
州
旅

客
鉄
道

（
Ｊ
Ｒ
九

州
）
と
な
え
ば
、
２
０
１
１
年
の

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
以
降
、

『指
宿
の
た
ま
て
箱
Ｌ
は
や
と

の
風
Ｌ
な
な

つ
星
ｉ

ｎ
九
州
」

な
ど
話
題
の
観
光
列
車
や
寝

台
列
車
を
世
に
送
り
出
し
、
単

な
る
移
動
を
す
て
き
な
旅
に

す
る
試
み
が
好
評
を
得
て
き

た
。
自
身
も
、
大
学
時
代
に
乗

り
降
り
自
由
の
切
符
を
活
用

し
た
列
車
旅
好
き
。
「好
き
な

こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
」
と
２

年
前
に
入
社
し
た
ｃ

韓
国
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本

で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

の
は
２‐
歳
の
と
き
。
本
国
と
外

国
の
２
大
学
の
学
士
号

（卒
業

資
格
）
を
取
得
で
き
る
制
度
を

利
用
し
、
立
命
館
大
学
に
編
入

し
た
の
が
き
っ
か
け
。
卒
業
後

は
帰
国
も
考
え
た
が
、
父
親
か

ら

「日
本
で
一
度
経
験
し
て
み

た
ら
。
き
っ
と
役
に
立
２

と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
就
職
を
決
意
。

日
本
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
。

Ｊ

Ｒ
九

州

を

志

望

し
た

き
っ
か
け
の
一
つ
が
、
九
州
新
幹

線
全
線
開
業
時
に
制
作
さ
れ

て
話
題
に
な
っ
た
Ｐ
Ｒ
動
画
。

開
通
を
祝
福
す
る
沿
線
の
人
々

の
笑
顔
に
感
動
し
、
「堅
い
」
と

思

っ
て
い
た
企
業
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ

っ
た
。
「九
州
が
魅
力

的
に
感
じ
ら
れ
、
地
域
に
愛
さ

れ
て
い
る
地
域
密
着
型
企
業

だ
と
思
い
ま
し
た
」

現
在
、
そ
の
会
社
を
Ｐ
Ｒ
す

る
立
場
に
あ
る
。
〈
フ
年
４
月
か

ら
鹿
児
島
支
社
の
総
務
企
画

課
に
配
属
さ
れ
、
主
に
宣
伝

・

販
売
促
進
を
担
当
。
新
商
品

の
販
売

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
お
得
な
情
報
を
情
報
紙
や

自
社
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
等
に
載
せ

て
発
信
す
る
。
掲
載
原
稿
を
作

成
す
る
際
は
、
「読
ん
で
興
味

を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に

心
掛
け
て
い
る
」
と
い
つ
。

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
現
地
に
出

向

く

こ
と
も

あ

る
。
８
月

に

は
、
熊
本
地
震

で
落
ち

込
ん

だ
鹿
児
島
の
観
光
需
要
回
復

の
た
め
、
中
国

ｏ
関
西
地
区
の

駅
前

で
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
組

み

「鹿
児
島
は
元
気
で
す
―
」

と
宣
伝

。
新
幹
線
乗
卓
率
の

ア
ッ
プ
を
図

っ
た
。
「今
は
ま

だ
先
輩
方

に
付

い
て
い
く
だ

け
で
精
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
私

も
い
つ
か
自
分
の
ア
イ
デ
ア
で

地
域
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
な
仕
事
を
つ
く
り
た
い
」
と

意
欲
を
見
せ
る
。

来
日
当
初
は
片
言
し
か
話

せ
な

か
っ
た
と
い
う

日
本
語

も
今

は
流
ち

ょ
う

に
．話

す
。

『九
州
、
日
本
、
そ
し
て
ア
ジ
ア

の
元
気
を

つ
く
る
』
を

一
つ
の

理
念
と
し
て
掲
げ
る
企
業
で
、

韓
国
人
と
し
て
の
国
際
的
視

点
を
持

つ
、
今
後
の
活
躍
が
楽

し
み
な
存
在
だ
。


